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舟木
　
皆さま、お待たせいたしました。定刻になりました
ので、ただいまから第五十一回関西学院史研究会を開催いたします。私は関西学院史編纂室の室長をしております舟木と申 今日は司会をさせていただきますが、最後までどうぞよろしくお願いします。　
今日はここにもありますように、 「カナダ・ミッション
婦人宣教師の視点から見た日加関係―東洋英和女学校校長室のスクラップブック（一八八九―一九三八）をもとに―」ということ お話をうかがいます。
　
ご存じの方も多いかと思いますが、今年は日本とカナダ
の修好九〇周年にあたります。関西学院大学の歴史は来年には創立一三 、ま 上ケ原キャンパスに移ってから九〇周年ということで、来年、節目の年を迎えます。特に上ケ原キャンパスに当時、原田の森といわれていた今の王子動物園あたりから移ってくる っては、 カナダ・ミッションというカナダ 派遣されて東洋英和をつくられたミッ ボードが非常に大きく関係してい す。そういったことも含めて、今日 この題名でお話をうかが ま
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す。　
今日は国際学部で開講されていますカナダ社会論、大石
先生がご担当の科目の学生さんに集まっていただいていますので、講師の方を紹介する前に大石先生からもごあ さつをいただきたいと思います。よろしくお願いします。大石
　
国際学部の大石と申します。よろしくお願いします。
今日は松本さん、どうもありがとうございます。学生の皆さんにお話ししたいのですが、関西学院の話は多分キリスト教学などでも結構勉強しているのかなと思いま が、カナダのミッションがつくった学校というのは日本にたくさんあって、東洋英和 その中でも古い のの一つです。関西学院と比較しながら を聞いて 十分に勉強してほしいと思っています。　
今日、学生の皆さんにとってよい勉強の時間になると思
いますので、しっかり勉強して帰ってください。よろしくお願 します。舟木
　
ありがとうございました。あらためて今日の研究会
について説明したいと思 ます。先ほど申 ましたように、本年は日本とカナダの修好九〇周年にな これから
お話しいただく東洋英和女学校は、現在は東洋英和女学院ですが、日加の国交が正式に樹立される以前の一八八四年、明治一七年にカナダ・メソジスト教会の婦人宣教師によって創設されました。　
今日は東洋英和女学院史料室を担当されておられます松
本郁子先生にお越しいただ ていますので、お話をうかがいたいと思います。　
松本先生は東洋英和女学院の中高部のご出身で、早稲田
大学第一文学部哲学科人文専修をご卒業されました。現在は、東洋英和女 院史料室のご担当ですが、同時に東京大学の大学院人文社会系研究科文化資源学研究専攻博士課程にもご在学中でいらっしゃいます。 『赤毛のアン』の翻訳者の村岡花子文庫展示コーナーの企画や設営にも携わっていただきました。村岡花子さんと関西 院は、実は久留島武彦という関西 院創立時の卒業生 深い関わりがありす。久留島武彦は昨年度の 史研究 でも発表いただいた日本のアンデルセンと言われる人ですが、そういう意味でも関西学院と東洋英和女学院は非常に深い関わりがありますので、今日はそう ったところから深くお話をいただきますので、よろしくお願 します。早速ですが、松本先生よろしくお願いします。拍手でお迎えください。
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松本
　
皆さま、おはようございます。今、ご紹介いただき
ました松本と申します。座ってお話させていただきます。失礼します。　
本日、講師を務めさせていただきます東洋英和女学院史
料室の松本郁子と申します。今、舟木先生からご紹介だいたように、今年 来年は日加修好九〇周年にあたります。今回の研究会では「カナダ・ミッション
　
婦人宣教師
の視点から見た日加関係―東洋英和女学校
　
校長室のスク
ラップブック（一八八九―一九三八）をもとに―」と題しまして、正式な日加国交が樹立される以前にカナダ人婦人宣教師によって創設、運営されてきた東洋英和女学校、現在の東洋英和女学院を取り上げ、歴代の宣教師校長たちによって残された一冊 スクラップブックをもとに日加関係におけるカナダ婦人宣教師たちの視点、彼女たちの日本における軌跡をご紹介したいと思います。　
本日の研究会では、このスライドにあるような流れで話
を進めてまいります。お手元のレジュメがこの流れになっていますので、それに沿ってお話をさせてい だきます。そし 最後には、フロアからぜひご意見をいただきたいと思いますので、よろしくお願いします。
①東洋英和といえば…　
まずは東洋英和について紹介させていただきます。東洋
英和といいましても、全国的にはあまり知名度が高くありません。首都圏内における知る人ぞ知るといった感じの女子校です。辞書みたいな名前の学校などと言われることもあります。ただ、二〇一四年放映のＮＨＫ連続テレビ小説『花子とアン』のモデルであった村岡花子が卒業生だったために、近年少し脚光を浴び た。ご覧になっていた方はよくお分かりだと思いますが、このドラマでは当時のミッションスクールでの寄宿舎生活の様子や婦人宣教師どが登場いたしました。　
あらためて紹介しますと、村岡花子は『
A
nne of G
reen 
G
ables 』 、 『赤毛のアン』の翻訳で知られ、児童文学作家、
編集者、放送作家、社会活動家として活躍し 人物です。一九〇三（明治三六）年、一〇歳の時に給費生として東洋英和女学校に入学し、卒業までの一〇年間をカナダ人の婦人宣教師たちに囲まれて寄宿舎で生 、卒業した後も東洋英和において同窓会誌の編集や『東洋英和女学校五十年史』の編纂、同窓会役員などを務め、短期大学でも教えるなど、生涯を通じて学校とのつながりを持ち続け 人物です。
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戦後には花子が翻訳し出版した『赤毛のアン』が日本の
少女たちの間で大きな人気を博し、今でも読み継がれています。この作品を通じてカナダ 知った日本人も多かったことからすると、日加関係における村岡花子の貢献というのは大き ったといえます。　
村岡花子について、東洋英和では小さいですが、村岡花
子文庫展示コーナーを設けて、村岡花子さんのお孫さんである美枝さん、恵理さんと協議しながら年二回の企画展示も行っています。六本木にお越し 際にはぜひお立ち寄りください。　
さらにホームページに 「東洋英和と村岡花子」 というペー
ジもあり、かなり詳しく村岡花子のことが掲載されていますので、ご興味のある方はぜひこちらもご覧になっ ください。　
そして史料室が発行している「史料室だより」も先ほど
入り口で配っていたかと思いますが、そちら 特集記事全号
w
eb
でご覧いただけますので、ご興味のある方はぜ
ひいろいろなキーワードを入れて検索をなさってください。最新号は村岡花子と短歌創作 テーマに短歌界の大御所、佐佐木幸綱先生にご執筆いただいております。　
村岡花子の他にも東洋英和の卒業生には、今、スライド
にあがっているような方々がいます。明治の開校の頃は、名家の子女が多かったそうですが、一方では村岡花子のような給費生も在学していました。文学関係では、花子のほか、歌人の柳原白蓮、アイルランド文学の優れた翻訳で知られる片山廣子などをはじめ、最近では、英語教育についていろいろ新聞などで発言されていらっしゃる鳥飼玖美子先生やタレントの阿川佐和 さんなどが卒業生にあたりす。　
このような卒業生を輩出してきた東洋英和女学校はカナ
ダ・メソジスト教会の婦人ミッション、ウーマンズ・ミッショナリー・ソサエティー（ＷＭＳ）から日本に派遣されたマーサ・カ トメルにより一八八四年に創設されます。今年で創立一三四年を迎えます。若干の土地の変遷はありますが、創設以来、東京麻布の鳥居坂、現在 六本木ですが、そちらの地で学校が運営されてきました。　
開校時は鹿鳴館に代表される明治政府の欧化主義政策の
機運に乗って、 好調な滑り出しをみせましたが、 ほ ミッションスクール同様、その後の歩みというのは、日本政府による教育政策や宗教政策と折々拮抗 ながら、日本の中でキリスト 信仰と女子 育を根付かせるために、さまざまな学校運営の局面を迎え いきました。
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②関西学院と東洋英和　
次に関西学院と東洋英和ということでお話しいたします。
こちらのスライドの画面、おそらく関西学院の皆さまにはおなじみの『関西学院事典』の項目のうち、書籍版ですと一番始めに出てくるアームストロング先生の項です。実は、アームストロング先生のご生涯に大きな影響を受けた人物が東洋英和にはいました。　
こちら、 『関西学院事典』からの引用 抜粋による先生
のご経歴ですが、アームストロング先生は一九〇三年に来日し、日本の各地で伝道された後、関西学院で教え、高等学部長を務められます。　
その後、東京の本郷中央会堂で学生伝道に関わります。
先生の本郷中央会堂での活動について 、会堂 年史などに詳しい ですが、アームストロング先生 会堂 運営ととも 社会事業研究室の新設、ミッション敷地内 「中央会堂寄宿舎」という 生のための寄宿舎を設置されるなど非常に中央会堂の発展に寄与されました。　
しかし一九二三年九月一日に発生した関東大震災により
会堂は焼失し、教会活動は困窮を極めます。そこ アームストロング先生は カナダの母教会に復興資金 提供を依頼するなど会堂の復興に全力を注ぎ、一九二六年にはカナ
ダ各地を巡回し篤信の実業家たちから寄付を集めるなどし、一五万円ほどの資金を調達します。　
そして帰国後にアームストロング先生は自ら会堂改造の
私案を提示し、復興の気運を促すとともに、なじみのあるここ関西地方で会堂にゆかりのある信徒を訪れて、復興資金をさらに募ったそうです。　
そしてバラックの会堂を何度も何度も移転させるなど
して復興の混乱期を生き抜いた中央会堂は、いよいよ一九二九年一〇月二七日に新礼拝 の献堂式 日 迎えます。ところがアームストロング先生は心臓発作により、献堂式の前日の一〇月二六日の夜に息を引き取ります。　
そのアームストロング先生の生き方に人生の指針を見い
だしたのが東洋英和の初代院長となる長野
彌わたる
先生でした。
一九二八年に東京帝国大学に入学した長野彌先生は、宣教師アームストロング先生の就任時 に、大学の先輩に誘われて中央会堂に通うようになり、先生が運営されている中央会堂寄宿舎に入所し、朝夕、アームストロング先生の指導を受けたといいます。 長野先生は、 東洋英和 歴史にとって重要な人物で、戦中戦後の一番厳しい時代に学校の運営を担い、戦後の東洋英和の復興を成し遂げた人物であります。
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その長野先生とアームストロング先生との強いつながり
を知ったのは、昨年カナダ合同教会のアーカイブズから入手した長野先生の一九六五年のスピーチ原稿からでした。本日はお話しする時間があまりないのですが、このスピーチは東洋英和と姉妹校、そしてカナダ合同教会とが戦後において宣教関係 見直していくことに関わる非常に重要な資料です。その中で長野院長が かにカナダ 教会、カナダ人宣教師から大きな献身を受けたかということを示すために言及されたのが、自分とアームストロング先生 関わりでした。　
引用しますと、 「私は学生時代、アームストロング師の
監督のもとに寮で居住し、あの方が教会の献堂式 晩に病に倒れるまで、教会の運営を安定させていく に見てきました。あの方ご自身とその生涯は私に多大な影響を及ぼし、私の人生の指針を決定づけまし 」と述べています。　
アームストロング先生と長野先生が出会った本郷中央会
堂というのは、カナダ・メソジスト教会の活動を考える際に非常に重要な拠点です 多くの関西学院の先 方が本郷中央会堂でも宣教師として活躍されていたこ が記録されているかと思います。　
こちらの本郷中央会堂というのは、カナダ・メソジスト
教会の宣教師Ｃ・Ｓ・イビーによって、一八九〇年に創設されました。 「中央会堂（
C
entral T
abernacle ） 」という名
称のごとく、教会である以上に「会堂」とし キリスト教を宣教するための大型会館としての機能を具備 ていました。　
当時、東京は数において世界有数の学生の中心地として
一〇〇以上の学校があり、一〇万人を上回る学生が存在していたといいます。そ なかでも指導的立場にある東京帝国大学の真向か に中央会堂建設が計画され、のちのち日本社会でリーダーシップ 発揮してい であろう学生たちに照準を合わせ、キリスト教 布 ことが目的されました。　
カナダ・メソジスト教会は東京、静岡、山梨といった地
方への宣教活動の地域拡大を推進していく一方で、都市部における次世代へのキリスト教 伝播拡散を計画していきました。その拠点が本郷中央 堂であり、そこ 赴任する宣教師の先生方はアームストロング先生をはじめ博士号を持ち、日本に関する優れた学術研究で知られる研究者でもあったことは偶然ではありません。第一級の知性 併せ持つ宣教師が中央会堂 派遣されていきました。　
そのような会堂の学生伝道の目的にかなうかたちで帝大
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生の長野彌先生は本郷中央会堂に通い、学生のうちから会堂の会計係を担い、生涯にわたり会堂・教会の会計役員を務めました。そして大学卒業後は赤澤元造牧師の推薦により一九三三年より東洋英和女学校に就職します。　
この長野先生の経歴がユニークなのは、 カナダ・ミッショ
ンのうち男性宣教師が運営する男性ミッションと、女性宣教師が運営する婦人ミッションと、両方の活動領域に先生が関わっていたということが挙げられると思います。　
大恐慌、戦争という海外ミッションと日本の教会やミッ
ションスクールが大きな転換を迫られ 時代に、長野先生は中央会堂でも東洋英和女学校でも非常に難しい時代の会計担当という、いわば教会 や学校運営 根幹に関わる大きな役目を負って たことになります。　
ここで男性ミッションと婦人ミッションについて確認し
ておきます。カナダ・メソジスト教会（のちにはカナダ合同教会）の宣教事業 、海外宣教とカナダ 国内宣教に分かれていました。さらにその事業は男性宣 師による組織と女性宣教師による宣教組織に分かれており、男性ミッションと婦人ミッションではスタッフも会計もまったく別々でした。　
日本に赴任していたカナダ人宣教師たちは、日本での不
動産管理等については共同の社団法人などを組織し、年次総会のようなものは共同で行っていましたが、基本的には男女の活動領域は別々のもの した。　
そして男性ミッションの歴史をたどりますと、もともと
カナダ・ミッションの男性宣教師は「東洋英和学校」という男子校を運営していました。一方で婦人宣教師たちは私たちの東洋英和女学校、そして姉妹校である静岡英和女学校、山梨英和女学校を運営していました。　
この男子の東洋英和学校についても『関西学院事典』の
カナダ・メソジスト教会の項に詳しく書かれていますが、男子校の東洋英和学校は「国家主義的な文部省訓令第十二号によって」という、これ 皆さんご存じかと思いますが、キリスト教教育を禁じ 男子 徴兵免除であるとか、上級学校への進学を盾に取った文部省の宗 政策、教育政策だったのですが、この訓令をきっかけに東洋英和学校は潰れてしまいます。しかしそれが逆にチャンスとなって、カナダ・メソジスト教会の 性宣教師 ちは、関西学院の経営に参画し、アメリカ メソジスト 会に協力していくことになります。　
図で示すとこのようなことになるかと思いますが、こ
いきさつについては、おそらく関西学院の皆さんのほうが
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詳しいかと思いますが、こうしてカナダ・メソジスト教会の男性ミッションは関西学院の運営に深く関わっていくようになります。　
ちなみに東京の東洋英和
学校は改組され、麻布学園となっていきます。私たちの東洋英和はよく麻布学園を兄弟校 思 たりるのですが、こうした経緯を見 と、実は関西学院のほうがむしろ兄弟校である
わけです。　
つまり関西学院の運営に関わる男性ミッションと東洋
英和とその姉妹校の運営に関わる婦人ミッションとは別々に活動はしていましたが、その大元はカナダ・メソジスト教会、カナダ合同教会であり 関西学院と東洋英和とはずっと間接的ではあれ、関係が ったというこ が分かるかと思います。以上、少し長くなりまし が、関西学院と東洋英和とのこういった関係を踏 えつつ 東洋英和の
歴史は大元の部分で関西学院と共鳴しているのだということを覚えていただきながら、これからのお話を聞いていただきたいと思います。③スクラップブックにみる国交樹立以前からの日加交流　
では、いよいよ本題に入りまして、これから事例に挙げ
るスクラップブックを通して、正式に日本とカナダが国交
スクラップブックの資料分類（スクラップブックにより報告者作成）
を樹立する前から行われてきた日加の交流についてみてい いと思います。　
本日取り上げるスクラッ
プブックは、縦三〇センチ、横二五センチほどの黒い表紙の冊子で、七九ページにわたり写真や資料が貼り込まれています。各時代の婦人宣教師校長が保管した資料がスクラップブックに貼り込まれ、継承されていったようです。　
スクラップブックの資料
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はこのように分類されます。左から二番目の卒業式の式次第は卒業生氏名が全部掲載されるため重要だったと思われます。後世の私たち とっても来賓の顔ぶれや「君が代」斉唱をどのように取り扱っていたかなど社会と学校とのつながりを見ていく えで有益な資料となっています。　
そして数は少ないですが、新聞の切り抜きというのも社
会との接点、宣教師の関心事を考えるうえで重要です。もろもろの資料についてはまた後ほど取り上げてまいりま　
スクラップブックの資料は一八八九（明治二二年）年の
閉校式の式次第が最も古いものです。こ 年、日本では大日本帝国憲法が発布され、近代立憲国家としての日本の国家形成に向けた動きが顕著に っていく社会状況であ ました。当時はこの閉校式と一緒 卒業式も行われていたうで、この閉校式とともに第一回英語科卒業式が行われました。　
スクラップブックの最初のページには村岡花子も学んだ
木造校舎の写真が貼られています。そしてそ 下に英文のカードも貼り込まれています。この文面は村岡花子の随筆に恩師の婦人宣教師、ブラックモアの教育信条として紹介されていることから、おそらく スクラップブックの最初の貼り込みを行った人はブラックモアではないかと推察
されます。　
このスライドの画像の赤丸でくくりました人物が、三五
年以上にわたって日本に駐在したイサベラ・ブラックモアです。 『花子とアン』をご覧になっていた方はお分かりかもしれませんが、ドラマの中の「ブラックバーン先生」のモデルがミス・ブラックモアであり、村岡花子に多大な影響を与えました。　
彼女の校長時代には多くのできごとがありました。ブ
ラックモアの功績には、先ほど出てきた学校での宗教教育を禁じた文部省訓令十二号（一八九九年）に対して 東洋英和女学校としてはあらためて学則に学校がキリスト教主義教育に基づくことを明示し ということ 記録されています。さら は東京女子大学開学への尽力な がブラックモアの功績として挙げられています。東京女子大学の開校というのは、世界的なキリスト教界 動き 連動するもです。一九一〇年に開催されたエキュメニカ 運動 いわゆる教会合同運動の出発点 なっ 世界宣教会議のエディンバラ大会の協議によって、アジアにキリスト 女子大学を建設しようという動きが起こります。その一つとして専門学校令による東京女子大学 設立 れまし 。ブラックモアはその推進者として大きな役目を果た
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スクラップブックに残された資料には周年行事のパンフ
レットもあります。東洋英和ではブラックモアが一九〇九（明治四二）年に創立二五周年を皮切りに五年ごとの祝賀を行うことを決定しました。ブラックモアは、カナダの宣教本部にあてた書簡の中で、二五周年記念行事として開催された「両親の日」と称する保護者とカナダ人と日本人両方の教職員を交えた歓迎会について「これは私たちが世に訴える唯一の宣伝―生きた宣伝―で、それは非常に効果的です」とコメントしています。周年行事を機会に、日本社会に自分たちの学校の存在を明確にアピールしていくことをブラックモアは強く意識していまし 。　
そしてブラックモアの在任時代には日英同盟が締結され、
大英帝国の一翼とみなされていたカナダに関連する学校として、当時、東洋英和は意気盛んだったと 記録もあります。　
一九一八年の英国コンノート殿下の来校もブラックモア
にとって非常に栄誉あることだったそうです。小さな私立学校でのできごとではありますが、当時におい ミッションスクールは、ひとつの日本とカナダの国際交流、文化外交の場として機能していたといえます。　
その他、スクラップブックには一九一九（大正八）年、
体操競技会の式次第といった記録も残されています。 「体操教練」と書かれた写真も残っていますが、こうした女子への体操教育の記録も宣教師にと ては記録 べき事象だったといえます。この写真に示され いるように日本の伝統的な着物を着用しながら、袴や運動靴を用いることで、新たな身体能力を日本の女性たちが獲得していくことは、宣教師 ちの日本における女子教育 成果で あ といえます。　
ここにありますのは、創立三五周年の周年行事の一つと
して行われた文学会、いまでいうところの学芸会のプログラムです。琴、日本語や英語による朗読、ピアノ演奏などの演目があります。　
東洋英和の史料室には現在、他校の女子校との比較研究
で史料室にいらっしゃって学内新聞などを調査してい 学生さんがいるのですが、その学生さんに言わせると、東洋英和では文学会にみられるような舞台活動が非常 盛んいうような特徴があるそうです。　
厳格なメソジスト信仰のもと、本国カナダでは舞台芸術
表現に関して制限が強かったと うような先行研究を見こともあるのですが、宣教地である日本において婦人師の指導のもと、まじめ 題材 多かったとはいえ、かな
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り熱心に舞台芸術が花開いていたということは個人的に非常に面白い現象だと思っています。　
この写真のような感じでお芝居をしていたようです。こ
ちらは岡本綺堂の「修善寺物語」の舞台だったという記録が残っています。　
次に、このスライドにあるように学校の役員の写真など
も残されていますが、江原素六先生、平岩愃保先生、 ずれも関西学院でも大きなはたらきをされています。　
皆さまもよくご存じかと思いますが、江原素六先生は関
西学院理事であり、合同経営に入った第一回理事会で第三代関 長に選出 たが断ったと『関西学院事典』にも書かれています。また平岩愃保もカナダ・メソジスト教会の関西学院への合同経営参与に伴 、理事に就任し、関西学院院長に選ばれたけ ど 、日本メソジスト教会初代監督の本多庸一の死去に伴い、第二代監督に就任したため「幻の関西学院長」といわれていたということが書かれています。　
いずれにせよ関西学院の役員と東洋英和の役員は重なっ
ていたわけで、こうしたことからも二校 つながりというものがうかがえるかと思います。　
スクラップブックに貼り込まれていた画像をざっと見て
まいりましょう。こちらはミス・ブラックモア時代の教職員一同の写真です。すべて女性に囲まれて、中央で一人男性が本を読んでいるというのが印象的な写真になっています。　
そしてこちらは食堂の風景です。月曜日は夕食が洋食で、
このように一同がいすに座り、一テーブル八人がけで真ん中の上級生がお給仕をするなど、こう った食事風景も木造校舎 中で展開されていたよう す。　
こちらはクレイグ校長時代の校長室と事務所の様子です。
マーガレット・クレイグはミス・ブラックモアと もに活躍した校長先生でした。　
こちらは理科教室の様子です。ガラスケースに標本など
がみられます。　
そしてこちらは調理実習の様子ですが、この写真の記録
には、
T
he L
ilian M
assey K
itchen
とあります。ブラック
モア時代の木造校舎の増築のためリリアン・マッセイから寄付が寄せられたことがその名前の由来となっています。このリリアン・マッセイはトロントの大富豪マッセイ一家の一員です。マッセイ一家は熱心なメソジスト教会 信者であり、その教会への寄付が教会の財政基盤を底上げしたといわれています。
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このリリアン・マッセイの甥っ子は、 この後出てくるマー
ラー駐日本公使と並んで、カナダがアメリカに公使館を設置する際の初代駐アメリカ公使となるヴィンセント・マッセイで、そのヴィンセント・マッセイは戦後にはカナダの文化政策の嚆矢として知られるマッセイ報告書の委員長を務めました。　
カナダの熱心な教会信徒の献金が、遠く離れた日本の女
学校の教育のためにささげられていたという、ミッションスクール 在り方が非常によく分かる写真の記録だと思います。④マーラー公使と東洋英和　
そしてただいま話に出ましたマーラー公使の登場です。
いよいよ日本とカナダとが正式に国交を結ぶ時代に移り変わっていきますが、東洋英和はそこ ど よう 関わっていたのでしょうか。　
ブラックモアの時代というのは、いわばプライベートセ
クターであるカナダ・メソジスト教会の宣教団体によるカナダと日本の交流が行われていたわけですが、一九二〇年代半ばには大きく背景 変 っ きます。　
東洋英和でいえばブラックモアよりも二五歳若い、コロ
ンビア大学などで学んだフランシス・ハミルトンが校長として就任すると共に、一九二五年にはカナダ・メソジスト教会はカナダ合同教会 統合されます。　
そして一九二八年、一九二九年には皆さまもご存じのよ
うにカナダと日本の正式の国交も開かれ、マーラーを初代公使とする公使館が日本に開設されます。　
カナダ合同教会は、次の図にあるように主にメソジスト
派教会、会衆派教会、長老派教会の三 派の教会が合同し設立しました。このような大規模な教会合同はキリスト教世界においても特筆すべきできごとだったといいます。この合同によって、当時のカナダ人の五分の一がカナダ合同教会に属し、カナダ合同教会はプロテスタント教会最大の教派となりま た。　
この合同に至るまで、およそ四〇年近くの年月を経たと
いいますが、そ 間、第一次世界大戦後にカナダ国内ではナショナリズムの高揚がみられます。　
カナダは第一次世界大戦に参戦し、八〇〇万人の国民人
口に対し、六三万人の兵士がヨーロッパに送られ、そのうち一割 近い六万一〇〇〇人が戦死 一七万二〇〇〇人が負傷するという大きな被害を受けました。この経験はカナダに大英帝国 の統合強化よりも帝国からの究極的自立を
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使館を開設してい
きます。　
こうしてみると、カナダ合同教会の設立、カナダの外交
政策の伸展というものにはカナダ・ナショナリズムが大きく関与していました。
　
そして、東洋英和のハミルトン校長の話になりますが、
ハミルトンは私塾的だった学校を新しくすべく、官立学校出身の日本人教師を着任させ、東洋英和女学校を日本の教育機制に順応させていきました。そのほかには校章、制服、学校標語、校歌を制定し、学校の財団法人化を果たしていくなど、日本の学校としての東洋英和の機構を整備 ていきました。　
ハミルトン時代にはキャンパスの拡大・整備も行われて
いきました。スライドの画像は、一九三一年に新 に東洋英和の幼稚園・ミッション事務所・寄宿舎・教師住宅を建設するための起工式の式次第です。ここにもまた関西学院でおなじみの人物の名前が確認できます。　
これは当日の様子の記録写真です。真ん中の写真で周り
の人の顔の間から顔を出してほほえんでいるのがウィリアム・メレル・ヴォーリズです。そして右の写真は関西学院のアメリカとカナダの合同経営案を強力に支持し、理事として奉職したダニエル・リアル・マッケンジー先生かと思われます。　
この東鳥居坂二番地にはヴォーリズ設計による幼稚園や
寄宿舎などの建物が建ちました。これらの建物は一九八〇年代に壊され、土地も売却された め、現在ではまったく
求める契機をもたらしました。　
それゆえにカ
ナダは大英帝国からの外交的独立の一環として、一九二七年には隣国であるアメリカのワシントンに、そして一九二八年にはフランスのパリ、一九二九年にはアジアで勢力を増し、貿易・移民問題も抱える日本に公
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残っておりません。　
そしてスクラップブックには一九三三年の新しい校舎の
落成式の式次第も残っています。楓のマークは東洋英和の校章です。カナダの国樹である楓の中に東洋英和のイニシャルである「Ｔ」と「Ｅ」がデザインされています。そしてこの落成式パンフレットの文言を見ますと、カナダ合同教会婦人ミッション創設五〇周年記念事業であることが分かります。半世紀におよぶ宣教 功績を祝って東洋英和では新しい校舎が建設されました。　
落成式には日本ミッションの代表としてアウターブリッ
ジ先生にもご参列いただいていたようです。　
ハミルトンの時代、世界恐慌により日本だけでなく本国
カナダでも深刻な経済危機が訪れました。それはカナダの合同教会からの日本の教会や学 への送金にも大きな影響を及ぼします。そ 苦境を乗り越えて、宣教五〇周年、さらには創立五〇周年の顕彰のために建設された がウィリアム・メレル・ヴォーリズ設計 新校舎でし 。 舎建設に関する新聞記事がスクラップブックには何点か貼り込まれていま 。　
ちなみにヴォーリズは一九二八年に制定された東洋英和
の学校標語「敬神奉仕」の精神を非常に喜び、校舎竣工の
際、英文の校歌を作詞し、米山輝男の曲を添えて五〇周年のお祝いとしてプレゼント てくれています。　
このスライドの真ん中の写真は東洋英和の建設現場での
ヴォーリズの写真ですが、左は関西学院の時計台、そして右は東洋英和の旧校舎と、ここにもヴォーリズ建築という両校の共通項が見いだされるかと思います。　
今では東洋英和のすべてのヴォーリズ建築が壊されてし
まいましたが、私は自分が生徒の時代にこのヴォーリズ校舎で過ごしました。関西学院に来て、本当 懐かしいのは、かつての東洋英和の校舎の面影を彷彿とさせるような意匠がそこかしこに見られることです。　
少しヴォーリズの話が長くなりましたが、ハミルトン校
長の時代の資料にはハーバート・マーラー駐日本カナダ公使との交流が散見されます。国際社会における日本 台頭を背景に、カナダ政府によって日本に設置されたカナダ公使館ですが、すでに先行して日本の事情 通じてい 宣教師たちとマーラーが していたことが東洋 スクラップブックからもうかがえます。　
スクラップブックに貼り込まれていた「マーラー公使カ
ナダの学校の事業を称賛」 いう新聞記事 は日付等は記載されていませんでしたが、史料室所蔵の「校友会誌」の
カナダ・ミッション　婦人宣教師の視点から見た日加関係
117
資料と照合すると、新聞記事の内容が一九三〇年二月のマーラー夫妻の初来校についてだったということが分かります。この訪問を機にマーラー夫妻はしばしば東洋英和女学校を訪れています。　
この記事を要約しますと、一九三〇年二月にマーラー夫
妻が中国訪問の前に東洋英和女学校を訪問し、ハミルトン校長が当日の歓迎会の進行を取り仕切り、東洋英和の生徒が英語でカナダ国歌 合唱したところ、マーラー夫妻はカナダの学校 さえも聞いたことがないほど上手であるとその歌唱を賞賛したとあります。ちょっとお世辞も入っていると思います。　
またハミルトン校長は学校の成り立ちとその学校運営事
業が前途洋々であることを説明しました。 れを機にマーラー夫妻は学校を訪れ 希望 、カナダ政府の名の下に、ミス・ハミルトンと日本においてカナダの めに優れた働きを行ってい 同胞の人々に謝意を示し、最後に生徒たちは英語で英国国歌を歌い、その場のすべての人々がそれに和唱したと記載されています。　
マーラーの訪問は東洋英和だけに限ったことではなく、
カナダに縁のあっ 関西学院にも訪れていらっしゃると聞いています。公使館が東京 あったことから、東洋英和へ
の訪問は頻繁だったようです。スクラップブックに貼り込まれた卒業式や大きな学校行事のプログ ムにはしばしば来賓としてマーラーの名前が掲載されています。　
卒業式などに参列したマーラー夫妻の写真も東洋英和の
史料室に多く見られます。この写真の前列中央がマーラー夫妻、その右隣がハミルトン校長です。　
こちらの一九三四年の創立記念五〇周年の記念式の写真
には、壇上で祝辞を述べるマーラー公使が写 ています。右側の和服の女性が通訳担当の村岡花子です。　
こちらは同じ式典の別の写真です。マーラー公使の左隣
は海軍大将・内閣総理大臣・内大臣を歴任した齋藤實子爵です。齋藤實の夫人の春子は東洋英和女学校初期の卒業生でした。どこまでマーラーとこれらの政府要人と つながりがあっ かは分かりませんが、東洋英和の保護者や関係者には海軍軍人が多く、首相となった米内光政などもいました。英国 を模範とした日本海軍の軍人たちにとって、東洋英和は 式の学校として好感を持たれてい という説もあります。　
こちらはマーラー賞の記念品の写真です。優秀な生徒に
は毎年マーラー賞が贈られるなど、東洋英和の生徒たちにとってもマーラー公使の存在 なじみの深いものでした。
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こちらは山東昭子国会議員の母上である山東初子氏が東
洋英和の卒業生なのですが、小学科在学中に受け取ったマーラー賞 記念品の洋書です。見返しにはマーラー夫妻からの献辞が残されていました。　
ハミルトンによるマーラー賞受賞者の記録も残されてお
り、しっかりと一九三一年に小学科のマーラー賞を山東初子さんが受けたこ が記録に残されていま 。同じノートにはマーラーが日本公使を退任する際のハミルトン校長へのメッセージカ ドも残されていました。　
こちらは一九三〇年の鎌倉でのカナダ合同教会の男
性、女性双方の宣教師 集まって 年次評議会の写真です。マーラー公使とカナダ人宣教師たちの交流は盛んだったようです。つまりそれはマ ラー公使の日本観、日本 歴史解釈に宣教師たちの見解が少なからず反映されていったという可能性を含んでいます。　
今でこそカナダ大使館などは多岐にわたる在日本のカナ
ダ人団体や個人との連携のもとに日加交流を進めているかと思われますが、一九三〇年代の当時においては在日本カナダ人、ビジネスマン、商社などは限られおり、国交樹立に先行して日本社会に根を下ろしてい 宣教師たちの存在は、今では想像できないぐらいに大きかっ も と推察さ
れます。　
そして一九三六年にマーラーは日本を去りますが、東洋
英和には次の公使に着任したブルース公使の一九三七年の歓迎レセプションの画像も残されています。こ ようにしてミッションスクールを舞台にカナダと日本との国際親善が図られていました。⑤親日派のカナダ人宣教師 ち　
次に親日派のカナダ人宣教師たちと題して話を進めてい
きます。　
これまでのスライドで東洋英和というミッションスクー
ルを通じた日本とカナダ 交流を概観してきたわけですが、日本におけるカナダ人宣教師 活動につ て、ハミッシ・アイオンは以下のように評価しています。　
アイオンはジョセフ・ナイが提言したソフトパワーとし
て日加関係にカナダ人宣教師がもたらしたインパクトと意義を認めています。二国が正式な外交関係を結ぶはるか以前に、ほかのどのつながりよりも宣教師が行った活動 人と人との人的なレベルでの友好関係 土台を築き上げたと評価しています。　
カナダにおいて教会の発行する宣教師からの現地報告が
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掲載された雑誌や機関誌、日曜学校への宣教師からの手紙などを通じて、宣教師はカナダのキリスト教コミュニティへ日本を紹介する尊敬すべき存在でした。　
しかし一九三〇年代までには、宣教師たちの日本人への
深い共感と好意から、日本の政治的・軍事的主導者たちが東アジアに危機をもた し、中国との戦争を企図していった動機を見分けられ くなっていった 指摘しています　
こうした難点からカナダでは宣教師の立場が危ういもの
になり、日本では天皇制の前景化によっ 宣教師たちは西洋的な民主主義の移入に失敗し、日本のキリスト 界からも孤立し、帰国を余儀なくされていったとし その宣教活動を失敗と て評価しています。　
このような先行研究による評価ですが、スクラップブッ
クの資料からはどのような内実がうかがえるでしょうか。　
スクラップブック全体を通して見て非常に印象的だった
のはこの貼り込みです。左は「即位式紫宸殿之図」 。右は「大嘗祭陛下進御之図」と題されています。二点の図とも織物でできており、ページの上部には菊の紋章 切り抜かれ一緒に貼られ います。一九二八年十一月 昭和天皇の即位式が行われた際に制作された記念品でしょ か 宣教師校長、おそらくハミルトンはこの資料を大事にスクラッ
プブックに保管していました。　
キリスト教と天皇制というのは近代日本において大きな
問題なのですが、一つの文脈として、英国国王の臣民としての意識が強かったカナダ人にとって、日本の皇室も同じような尊敬の対象だ 可能性が高かったのではないでしょうか。　
たとえば、東洋英和女学校の学内ニュースでは、英国王
室の話題が取り上げられ、学校行事の中でも英国王室 慶弔が取り入れられてきました。　
先ほど紹介した一九三〇年のマーラー公使来校の新聞記
事にはマーラー公使のあいさつとして、自分はジョージ国王によりカナダの代表と て命を受けたのであるから、あらゆる方法によってカナダ 日本の間にすでに培われた友好関係を増進していくつも であると語っています。日本の天皇が彼の名代として徳川氏を―徳川氏というのは日本から初めてカナダ 赴任 た 家正公使ですが―指名したことも非常に大きな喜びであるとも述べ、何にも増して東洋英和の一同が保つべき品格の一つは
loyalty （忠誠心）
であり、天皇への忠誠心は第一 行うべきことである、天皇は常に人民の幸福を願っており、カナダ人の学校 担う人々は常に
loyal （忠実）であるよう教えることが大事で
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あると、この記事の中で述べています。　
スクラップブックの資料だけの確認ですが、式次第など
を見ると一九〇二 （明治三五） 年以降から東洋英和では 「君が代」斉唱が確認できます。教育勅語の捧読も確認できます。一九〇二年というのは、日英同盟の締結の年であることも関係しているかもしれません。　
しかし、マーラーのこの新聞記事の翌年に勃発した
一九三一年の満州事変以後、カナダを含め、世界が日本の軍事行為への疑惑を高めていきます。　
さらに日本本国と日本の植民地内で、クリスチャン
とって神社参拝が問題になっていきます。天皇統治体制のもと、国家によって形成された国家神道が振興さ ていきますが、それについてもカナダ人宣教師たちは神社参拝は宗教行為ではないという日本政府の見解を受け入れ アメリカ人宣教師や植民地のクリスチャンたちが命懸 の抵抗をしたのと対照的な行動を取ったというふうにも指摘されています。　
こうした先行研究の指摘を踏まえてみると、一九三九年
に天皇の肖像を祀った御真影 東洋英和 奉戴された時、学内ニュースの記事に婦 ミッション代表 シビル・コーテスがキリスト教 教えと天皇制とを調和させた論説を掲
載したことが納得できます。　
このような対応は過度の日本びいきによって、事態が見
極められなくなった宣教師の落ち度として批判されるところなのかもしれません。けれども、もう少 個別の宣教師間ではさまざまに相違する見解が存在していたのではないかということを分析する手がかりというものもスクラップブックには散見されます。　
こちらは昭和五年、一九三〇年の秋に催された文芸会の
プログラムです。三番目の演目に英語劇「戦争か平和か」が記載され、その演出指導にあたっているのは宣教師のミス・キニーです。登場人物「戦争」は軍威、流血 あればこその平和だと主張しますが、 「平和」側は通商や文化、科学があってこそ平和が確立されると立証し合う筋立てになっています。　
この英語劇を指導したジェニー・キニーは、東洋英和に
赴任する前、カナダの長老派教会から派遣されて一九〇五年から一九二八年の間、台湾の淡水女学校に着任した経験を持ちます。日本帝国植民地下 台湾で二〇年以上の歳月を過ごしてきたキニーにとって、帝国日本の姿というのは、ずっと日本に駐在していた宣教師たちとはまた違ったもに映っていたことでしょう。満州事変が起こる前年に、こ
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のような演目が学校で上演されていました。　
そして最後にこのスクラップブックを所持していたのは、
ハミルトン校長と目されますが、スクラップブックの最後のページには一九三五年八月一日から七日にかけて開催された汎太平洋新教育会議の新聞記事が貼り込まれています「国際理解促進における教育の役目」であるとか、 「教育が、より洗練された人間文化の実現に向かって世界の国々と人々を鼓舞する有効な力であることが明らかになるよう」といった主張の箇所に印がつけられています。この新聞記事をもってスクラップブックは数ページの余白を残しら終わっています。　
そして、スライドに映っているのは一九三七年の東洋英
和の学内ニュースの資料ですが、この号の巻頭頁 上の部分では、日中戦争の勃発が告げられています。その記事下にはハミルトン校長による「世界教育会議」の記事が併載されています。　
スクラップブックの貼り込み、さらには校内新聞で重大
な時局を迎えた戦争記事のすぐ下に世界平和に関する国際会議の記事 掲載したところに、ハミルトンの無言の訴えがあるように思われます。非常時 おいても国際平和の見地からものごとを俯瞰する姿勢をハミルトンは静かに呼び
かけていたように見受けられます。　
アイオンの先行研究は非常に広範な検証が行われており、
カナダ人によるプロテスタント教会の宣教事業の全体像を把握するのに役立ちますが、こうした個別の宣教師たちの見解についてはまだ検証の余地が残されているかもしれません。　
そういった個別検証の一つにこの書簡資料があります。
これは先ほど東洋英和の学内新聞の中で御真影奉戴を祝賀する内容を掲載していた婦人ミッション代表のコーテスがカナダ本部に送った書簡です。コーテスは一九一一年に東洋英和に着任し、一九二八年 始まり強制帰国させられる一九四三年まで婦人ミッションの代表を務め、終戦後の一九四六年にはいち早く再来日を果たした宣教師です。　
ミッションの代表としてコーテスはカナダ側と事務連絡
を交わす役目についていました。たくさん 書簡資料がカナダ合同教会のアーカイブズに残されていますが、その中でも一九三八年、すでに前年に日中戦争も勃発している時期の一九三八年六月 七日の書簡 、船でカナダに帰国するハワード・ノーマンに託されたものでした。すでに郵便の検閲が想定される中で、コーテスは直接書簡がカナダの幹部たちに伝達される機会をねらって、普段は けない日
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本の現状への所感を綴りました。　
この手紙でコーテスは、日本と中国が戦争状態に突入し
たのは日本側にいくつかの責任があるという事実はナイフのように自分の心を切り裂く…と綴り、人間の善意に基づくキリスト教会の使命からすれば戦争の脅威に屈してはならず、真実を見つめ、事実を覆い隠すプロパガンダに流されず、善意のキリスト教の教えは個々人 心の中に存在しなけ ばならないと主張しています。　
そうではありながらも紛争は必要悪であり、国家 国民
に究極の犠牲を要求しているという感覚や確信が日本に蔓延していることを指摘しています。自分たちが教えたキリスト教徒の青年が国のために命を捧げ、そのこと 神聖視される現実を目の当たりにして、コーテスは「神 国を実現するための奉仕に対する自分の献身の足りなさを思い、恥じ入るばかりである」と述べています。　
キリスト教の幼稚園の事務員だった男性が陸軍病院で死
にゆく時に、 キリスト教信者として最後の祈りの時にも 「天皇陛下、万歳」と敬礼して亡くなっていったことや 戦時体制下においてもコーテス ち外国人 親切に接する一般の日本人のエピソードなど、日本へ 愛着ゆえに大きな矛盾の中で揺れ動くコーテスの心情が吐露され ます。
　
そして、カナダ本国の人々に向けて「我々にはあなた方
の共感と助け、愛と祈りが今まで以上に必要です。今この時代に特別な必要を感じて苦しんでいる多くの人々のために温かな気持ちを持ち続けてください」と懇願し、戦時体制下 おいて手紙を書くこと、感情や考えを言葉にすることが困難であることを再度訴えて文章を終わらせていま 。　
この書簡は東洋英和女学院大学のパトリシア・スイッペ
ル先生にご紹介いただいたものですが 実はアイオンの先行研究でも引用されています。しかし、なぜかアイオンの著作では、検閲されるおそれが く書 れたという書簡の作成状況については言及されて らず、手紙の引用や解釈も部分的です。　
カナダ人宣教師たちは単純に楽天的で日本びいきだった
わけではなく、日本における学校や社会事業の存続を けて必死の駆け引きを行ったとも考えら ます。検閲を経ない、稀な機会をとらえて記述されたこの手紙にあふれるコーテスの心情の発露から、戦時下の言論の二重性や当時の資料を読み込んでいくことの複雑 考えさせられます。カナダ人宣教師たちが必死に考案し 時局への対応策がそこにはあったと思われます。
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⑥「一九三八年」の意味するもの　
最後の項になりますが、 「一九三八年」の意味するもの
と題してお話しします。　
本日事例に挙げた校長たちのスクラップブックは
一九三八年三月印刷の、昭和一二年度卒業者名簿が最後の日付の資料となっています。まだ何ページも空白のページが残されていたにもかかわらず、一九三八年以降の資料は貼り足されることはありませんで た。　
この年、一九三八年一月に東洋英和女学校ではハミルト
ンが校長を辞任し、新しく日本人男性が校長に就任しました。日中戦争も勃発 緊迫度を増し く日本社会の中で外国人宣教師が校長であ が不利であると判断したカナダ・ミッション、学校の理事会は、ハミルトンの解任を決定し、ハ ルトンもそれに従い、その後は一英語教師としての身分に甘んじました。　
一八八四年の学校創立以来、ずっとカナダ人婦人宣教師
たちが担ってきた校長職は一九三八年に日本人の手に委ねられていきました。それと並行するように、 長室 スクラップブックの貼り込みも一九三八年の資料を最後に終わりました。つまり一九三八年の意味するところは カナダ人宣教師校長時代の終焉 いうことでし
　
その後、東洋英和の婦人宣教師たちがどのようになっ
ていったのか簡単に述べますと、時局が緊迫するに伴い、一九四〇年、東洋英和でも三人の宣教師が一二月に帰国することになりますが、ハミルトンとミッション代表コーテスたちは、なお日本にとどまる決意をしていました。　
一九四一年一二月に太平洋戦争が勃発し、同年一二月
一七日の臨時理事会でハミルトンが東洋英和で教えることの可否を理事会に問うた際、理事会は「一同は現在に於ては何ら差支へを認めぬ由を表明す」 し、ハミルトンが英語教師であり続けることを認めますが、年を明けての一九四二年一月の新学期から、ハミルトンは自発的に英語教師の職を辞任し、理事にとどまりつつも教室には出てきませんでした。　
ハミルトンたちは表に現れず、東洋英和の寄宿舎で生活
し、生徒たちの卒業式にも姿を現さず生活を続けていました。そして一九四二年にはハミルトン含め、三人が交換船で帰国し、残されたコーテス 含む三人 婦人宣教師たちは一九四二年九月、敵国人と て田園調布にある菫
すみれ
家政女
学院（現
　
田園調布雙葉学園）が警視庁抑留所となった収
容所に収容されます 年ほどの抑留生活の ち一九四三年の九月一三日にコーテスたちを最後とするＷＭ
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Ｓの宣教師たちは交換船で帰国します。　
東洋英和には学校創設者のミス・カートメルの遺品の
資料のうち、一九四二年一二月七日にカナダで発行された、日本伝道の経験を持つカナダ合同教会のメンバーのグループによる小冊子と会報の資料が残されています。　
太平洋戦争開戦前後に、日本からカナダに帰国した教会
関係者たちが、この会報誌を通じてクリスマスのあいさつを交わし、お互いの消息を知らせあっ います。残してきた日本の人々を案じ、世界の平和を祈りつつ希望を持って各人が自分 務め 果たしている様子を知ることができます。たくさん たちがこの会報に寄稿していますが、その中からい つかを紹介します。　
日本の事情が極めて分かりづらくなっている中で、交換
船で帰ってきたハミルトンであるとかバットといった人たちの話を聞くという機会があったようです。　
編集者による東洋英和の婦人宣教師たちの消息が書か
れているのですが、日本の収容所で暮らしているコ テスたちが元気に暮らしているというようなことも伝えられています。　
そして、ヘレン・ハードによる報告についてですが、ハー
ドは東洋英和のミス・ハミルトンの親友で、二 はカナダ
国内の日系人強制収容所のあったレモンクリークで戦時中奉仕活動を行いました。カナダではハミルトンたち以外の婦人宣教師たちも各地の厳しい環境下の日系人強制収容所で日系 を助けるための奉仕活動を行っていました。　
そして同じ会報誌にベーツ先生もメッセージを寄せてい
ます。クリスマスのごあいさつということで寄稿しています。私たちの労働の地、愛する地から追放されたすべての人へ
 
　「クリスマスの時期なのに
 『オメデトウ』
 と言うのがな
んと難しいことか。しかし、われわれの心は夢に見る。
 
希望の空の高みから
 ベツレヘムの星が富士山を照らし
ているのを」
　
本日（一二月六日）に、こうして関西学院にお招きいた
だき、関西学院と東洋英和のお話をさせていただいていますが、七六年前の近い月日（一二月七日）に発行された会報についてご紹介できることに深く感謝しております。こうした宣教師の先生方のおはたらきというものを覚えながら、本日の研究会 まとめにはいっていきたいと思います。⑦まとめ　
本日は東洋英和の紹介にはじまり、一八八九年から
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一九三八年までのおよそ五〇年間にわたる校長室のスクラップブックの資料をかけ足で紹介したので、非常におおまかな報告となりました。今回はさまざまな素材を提示し、今後の関西学院史研究や東洋英和女学院史研究への足がかりとなる事象を共有するにとどまっておりますことをご容赦ください。　
全体を振り返りますと、第一項では村岡花子という日加
交流の要となっていく人物を輩出した婦人宣教師の女子教育について、　
第二項では、カナダ・ミッションの宣教事業における男
性ミッション、婦人ミッションの活動領域というこ について、　
第三項では日英同盟時代のプライベートセクターレベル
での日加交流について、　
第四項ではカナダの外交的自立と宣教師たちとの接触、
　
第五項では天皇制と在日本カナダ人宣教師たち、
　
そして第六項では戦時体制下の東洋英和 人婦人
宣教師たちということでお話を進め まいりました。　
校長室のスクラップブックには、特にコメントが書き込
まれているわけではありませんが、婦人宣教師校長たちが自らの宣教事業の成果の記録として残したかったものが本
日紹介した資料や写真でした。それらを細かく読み込み、関連する資料をたどることで婦人ミッションの五〇年の歩みにおいて彼女たちが対峙してきた日本社会との関係性を垣間見ることができ かと思います。このスライドに挙げた各事象については、今後さらなる資料の調査、研究の深化が望まれます。　
以上をもちまして私の報告は終わります。本日のこの研
究会にご参加くださり、本当にありがとうござ した。残りの時間はコメントなどを頂戴しまして、協議できればと思います。本当にどうもありがとうございました。舟木
　
ありがとうございました。密度の濃い研究発表をし
ていただきました。また戦時中における手紙、ちょうど明日ですが一二月七日にベーツ先生から贈られたクリスマスのメッセージ、非常に心 響くといいますか、それぞれ現在の私たちにも多くの問いかけをもって迫ってくるものであったと思います。　
また、短い時間で申し訳ありませんでしたが、われわれ
に対しても勉強になるような話でした。約一五分時間がありますので、お聞き りたいこと、あるいはご意見などをうかがいたいと思いますので、少しお時間を ただいて
フロアから発言願います。ご質問等ある方は挙手をお願いします。差し支えなければお名前をお願いします。早島
　
一〇年前ぐらいに商学部を定年退職しました早島と
申します。専攻は大学史です。　
今日のお話は大変面白くうかがいました。少し専門的に
なるかもしれませんがお聞きしたいと思います。資料のことですが、東洋英和女学院について『東洋英和女学院百年史』 『東洋英和女学院１２０年史』と女性の宣教師の先生方の物語（ 『カナダ婦人宣教師物語 ）を読んだのですが、その中で非常に感銘を受けたのは、私は大学史の方法として、社会史の方法が非常に有効だと考えていますので、その点からいいますと、たとえば、村岡花子が給費生であったと。つまり東洋英和女学校は、実際に創設直後は富裕層の子女がたくさん来たといわれていますが、その一方でかなり 社会的弱者といいますか、経済的 弱い人たちにも門戸を開放したということが受け取れるわけです。　
そういう意味でいくと、当時の学生の資料がどのぐらい
残っているのか。つまり入学願書であるとか あるいはその人たちが書いた資料み いなものが残って るかどうかということです。
　
このことについては『百年史』を見ましたら、日本では
その少し前から社会史研究が非常に盛んになりまして、その影響をどのぐらい受けているのか分かりませんが、 『百年史』の第一章 中に生徒の社会的出自という項目がありました。私としてはその言葉に非常に感銘を受け した。　
そこに学生の情報が少し出ているのですが、もう少しそ
このところが今 資料で詳 く分からないかというのが私の質問です。松本
　
ご質問ありがとうございます。 『百年史』 、 『１２０
年史』 、 『カナダ婦人宣教師物語』を読んでいただいたということで、 本当にどうもありがとうございます。 先生がおっしゃるように『百年史』というのは一九八四年に刊行されているのですが、こちらは塩入隆先生、それから工藤英一先生が書いてくださったもので、年史の中でも一次資料きちんと検証しながら書かれたものということ 、東洋英和においても必ず史料室の私どもが振り返って、そちらの学院史の記述からまた資 を検索するという とで活用ている資料でございます。　
そして先生がおっしゃるように村岡花子というのは給費
生で、良家の子女が多 中で、彼女 ような給費生を受け
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入れながら学校が運営されていたということが東洋英和の教育の特徴として挙げられるかと思います。 こにはメソジストの研究をされ いらっしゃる先生方もいらっしゃるかと思いますが、社会事業であるとか、社会正義というものに敏感で、実践的 奉仕活動に尽力したメソジストの流れということから考えると、村岡花子を給費生 して受け入れ、教育の機会を与えてきた いうことは非常に学校の教育方針にかなったものであるかと思 ます。　
そして資料についてですが、現在、史料室には雑多ない
ろいろな年代の資料があるものを、前任者の酒井ふみよの時代から整備して、 集を作ると うよう ことをしてきました。お恥ずかしい話ですが、まだ資料目録が完備されてい せん そしてご多分 もれずといいますか、百年史編纂の後に、少し資料収集に対する関心が低くなっ しまい、百年史編纂のためせっかく集めた資料というものが、まと ったかたちで検索できるよう整備されてこなかったというような事情があります　
それで前任者の酒井の時代から、目録化であるとか、資
料の再整備といったことを行 つつ、現在も作業を続けている状態ですので、数年後にはおそらく『百年史』の元になった一次資料なども検索しやすくな 、かつ今まで も
れていた資料なども調査しやすくなってくるかなという状況です。　
その整備がかないましたら、ぜひいろいろな先生方に見
ていただいて、東洋英和の史料室もご指導いただけたらというふうに思っ います。以上です。舟木
　
神田先生お願いします。
神田
　
編纂室の顧問をしています神田と申します。おうか
がいした時には大変お世話になり、ありがとうございました。　
大変興味深いご講演を、いろいろな刺激をいただきなが
ら聞かせていただきました。われわれも同志社などと共同研究で、特に戦前戦時下に関学に来ていただいた韓国の学生たちのことが明らかになりました。東京では明治学院や青山学院などにたくさん行っていたようですし、多分東洋英和にもいらっしゃっていたのではないかと思います。そういう人たちを明らかにすることはどう の 。　
それから今日、最後のほうにおっしゃった点ですが 戦
争に向かっていく中で、言論の矛盾性と ますか、そうせざるを得なかった当時の学校 状況と う は、非常
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てアジアの方であるとか欧米の方であるとか、さまざまな国の方が在籍していたこ が分かります。また、英和に学んで、その後、朝鮮半島に帰国した留学生の著作などもありますので、そういった資料からも東洋英和の教育がどのようなものだったかと うことがうかがえると思います。　
ただ研究という点においては、本日この発表を私がして
いるのも小さなスクラップブックをもと した見解をただ並べているだけなので、他校様におけるような研究の深まりはまだまだとい のが東洋英和 現状です。そのために、本日もこちらにお邪魔して、諸先生方 ら ろいろな研究の視角をご指導 ただきたく、そうい 意味もあって今回の発表をさせていただいております。　
先ほど先生が最後のほうにおっしゃってくださった日本
のミッションスクールにおけるカナダ・メソジスト教会の宣教師の位置付けということで、先生が ろいろな学校状況を含めながらコメントしていた いたことが非常に私にとってはありがたく、逆にそうしたご教示をうか いたかった いう感じで今日も来ています。カナダの宣教師たちが天皇制と国際主義 バランスを取りながら 時局を見ていったというのが、先ほど紹介したハミルトンの見解などにも非常に近 も かと思います。
切実だったと思いますし、ベーツ先生が一九三三年に今のキリスト教学校教育同盟全体で、キリスト教主義の原理を作ろうと提案しました。ただ最終的に三七年、三八年にできたものは本当に国家主義寄りのものになっていくんですね。ベーツ先生の中 も天皇を大切に るということと、それから国際主義ということがきちんと謳われて ます。そういうバランスで出したものがだんだん削られて くというプロセスがある。　
私は全体としては日本におけるミッションスクールの中
では、かなり平和主義といったものを相対的には強く打ち出したかっこうではないかなと思っています。その辺、ちょっとおう がいした と思 ます。松本
　
神田先生、ありがとうございます。最初のほうのお
話ですが、明治学院や青山学院で研究されて ような韓国の留学生等を含めた研究という と すが、東洋英和場合、別科という帰国子女を受け入れて、日本に戻ってきた時に日本の教育に順応させていく めの特別なクラスがあって、そういったところでの国際交流のようなことが行われていたとい 歴史がございます。　
そういった方々の学籍簿などを見ると、帰国子女に加え
128
カナダ・ミッション　婦人宣教師の視点から見た日加関係
　
そして一つ、東洋英和の学内新聞の中などに見られるよ
うに、日本メソジスト教会が初期の時代から皇国史観を取り入れながら日本のキリスト教を確立していったという前段階の下地もございますので、そういったものとベーツ先生が当時 キリスト教学校教育同盟にお て進めていこうとされていた論説との関連性もあるのかなと先生 お話をうかがいながら思いました。　
これから東洋英和においても戦時下の時代の研究という
ものがより進んでいかなければいけな という課題を抱えておりますので、また今後ともご指導いただければと思います。あ がと ござ ます。舟木
　
時間が迫ってきていますので、もう少しご質問を受
けたいのですが、大石先生、何かござ ますか。大石
　
松本さん、どうもありがとうございました。学生の
皆さんは日加関係の話はまだ全然知らないの 、難しいところももしかしたらあったかなというふ には思いますが、大学に残されている資料の中にも日加関係に関連するものが出てくるということについて私からお話しすることもありませんので、い 勉強の機会にな のではないかと思っています。今日はどうもありがとうございました。
松本
　
先生方、ありがとうございました。今後ともご教示
いただければありがたいと思います。舟木
　
中身の濃いとても勉強になる時をありがとうござい
ました。松本先生に拍手をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（終了）
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